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Ⅰ 火災概況          (令和２年１月～令和２年１２月) 

１ 火災の現況と最近の動向 

  この１０年間の火災件数をみると、平均して１１０件前後で推移しており、

令和２年は７７件で、前年と比較して３５件（３１．２％）の減少となりまし

た。特に建物火災が前年と比較して２３件（４４．２％）減少しました。過去

１０年間で最も少ない火災件数でした。 

火災による死者は１人、負傷者は６人でした。 

（図Ⅰ－１、図Ⅰ－２参照） 

 

図Ⅰ－１ 火災件数の推移と傾向 

 

 

図Ⅰ－２ 火災による死者と負傷者 
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（１）建物火災は火災全体の３８％ 

火災件数の構成比率をみると、そ

の他火災が５７％で最も高い比率

を占め、その次に建物火災が３８％

となっています。 

（図Ⅰ－３参照) 

 

（２）建物火災による損害額は減少 

建物火災の損害額は前年と比較

し３，１８２万４千円減少しまし

た。     

（別表Ⅰ－１参照） 

２ 出火状況 

                                       

 

 

       

（３）建物火災は８月に多く発生 

   火災種別ごとの出火件数を月別でみると、建物火災は２９件で、３月、６

月、８月に多く発生しています。その他火災は４４件で、５月から１０月ま

での間に３４件発生しています。 

   7 月は火災の発生がありませんでした。 

（図Ⅰ－４参照） 

図Ⅰ－４ 月別の火災種別ごと火災件数 
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（４）市町村別火災状況 

   火災件数を市町村別でみると、米子市が４６件（６０％）と最も多く、

次いで境港市７件（９％）、江府町６件（８％）となりました。        

（図Ⅰ－５、別表Ⅰ－２、別表Ⅰ－３参照）                   

 

図Ⅰ－５ 市町村別火災件数と構成比 

 

３ 火災による死傷者の内訳 

  火災による死者は１名、負傷者は６名でした。 

 

（表Ⅰ－１参照） 

 

表Ⅰ－１火災種別死傷者発生状況 

 

 

 

 

 

 

米子市
４６件(６０%)

境港市
７件(９%)

日吉津村
２件 （３%）

大 山 町
４件(５%)

南 部 町
４件(５%)

伯 耆 町
４件（５%)

日 南 町
３件（４%)

日野町
１件（１％）

江府町
６件(８%)

小計 住宅 併用住宅 共同住宅 飲食店 その他

1 1

6 6 5 1

死者

負傷者

その他
火災

合計
建物火災 車両

火災
林野
火災
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４ 出火原因 

  「たき火」が２８件と最も多く、次いで「電気装置及び電灯等の配線」が

３件、「たばこ」、「こんろ」、「焼却炉」、「ストーブ」、「排気管」及び「放

火」が２件となってます。 

  前年と比較し「たばこ」、「ストーブ」及び「その他」による出火原因が減

少しました。（図Ⅰ－６参照） 

 

図Ⅰ－６ 火災種別ごとの火災原因 
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別表Ⅰ－１ 火災統括表 

 

区  分 (単 位) 平成 23 年 令和元年 令和２年 増 減 

出火件数    107  112  77  △ 35 

建物火災   62  52  29  △ 23 

林野火災   5  2  1  △ 1 

車両火災   14  11  3  △ 8 

船舶火災     2    △ 2 

その他火災   26  45  44  △ 1 

焼損棟数 (棟) 101  72  38  △ 34 

全   焼   33  18  8  △ 10 

半   焼   10  4  3  △ 1 

部 分 焼   33  15  11  △ 4 

ぼ   や   25  35  16  △ 19 

建物焼損床面積 (㎡) 5,497  3,784  1,192  △ 2,592 

建物焼損表面積 (㎡) 175  881  167  △ 714 

林野焼損面積 (ａ) 21  0  0  0 

死 者     (人) 7  3  1  △ 2 

負傷者     (人) 13  15  6  △ 9 

り災世帯数  (世帯) 52  31  18  △ 13 

全  損   11  9  4  △ 5 

半  損   7  1  2  1 

小  損   34  21  12  △ 9 

り災人員   （人） 146  65  32  △ 33 

損 害 額 （千円） 207,316  142,013  105,658  △ 36,355 

建物火災   196,727  137,005  105,181  △ 31,824 

林野火災   462  3  0  △ 3 

車両火災   9,914  1,426  50  △ 1,376 

船舶火災     3,500  0  △ 3,500 

その他火災   213  79  427  348 

爆  発   0  0  0  0 

出 火 率 (件/万人) 4.61  5.10  3.32  △ 1.78 
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事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出動件数 57 3 8 615 131 56 1,588 33 109 6,679 1,187 78 10,544

事故種別 火災 自然 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 5 2 0 624 132 59 1,526 27 64 6,286 1,180 0 9,905

１　救急出動件数、救急搬送状況
    令和２年中の救急出動件数は、前年に比べて１，０８０件減の１０，５４４件、搬送人員は９０１人減の
　　９，９０５人で、件数、人員ともに大幅に減少しました。　（別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照）
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別図Ⅱ-２ 事故種別救急搬送状況
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別図Ⅱ-１ 事故種別救急出動状況
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２　市町村別救急活動状況
  　令和２年中はすべての市町村で救急件数が減少しました。（別図Ⅱ―４参照）
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

別図Ⅱ-３ 過去５年間の救急推移 出動件数

搬送人員

米子市 境港市 日吉津村 大山町 南部町 伯耆町 日南町 日野町 江府町 圏域外

出動件数 6,749 1,342 152 802 388 419 317 171 191 13

搬送人員 6,292 1,284 143 749 368 401 305 164 187 12
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別図Ⅱ-４ 市町村別救急活動状況
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 121 1,209 5,046 3,529 0 9,905

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 57 317 295 2,787 6,449 9,905

３　傷病程度別搬送状況
　　傷病程度別の搬送人員では、中等症が５，０４６人（５０．９％）で最も多く、次いで軽症が
　３，５２９人（３５．６％）、重症が１，２０９人（１２．２％）となっています。（別図Ⅱ―５参照）

４　年齢別搬送状況
　　年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が６，４４９人（６５．１％）と最も多くなっています。
　　　（別図Ⅱ―６参照）

死 亡

重 症

中等症

軽 症

その他

0.0%

別図Ⅱ-５ 傷病程度別搬送状況

新生児

0.6%

乳幼児

3.2%
少 年

3.0%

成 人

28.1%

高齢者

65.1%

別図Ⅱ-６ 年齢別搬送状況

12.20%

50.95%

35.63%

1.22%
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５　署所別救急活動状況
　　署所別では、米子消防署の出動件数及び搬送人員がそれぞれ３，７３３件（３５．４％）、
   ３，４２８人（３４．６％）と最も多くなっています。（別図Ⅱ―７参照）

６　月別救急活動状況
　  月別の最多出動件数は、１月が１，０４９件（９．８％）、続いて８月の９９２件（９.４％）、1２月９８６
件（９．３％）、１０月９５６件（９．０％）となっています。
　  搬送人員は、１月が９８１人（９．９％）で最も多く、続いて８月の９３８人（９．４％）、1２月９１１人
（９．１％）１０月８９２人（９．０％）となっています。（別図Ⅱ―８参照）

米子 皆生 南部 伯耆 境港 弓浜 大山 中山 江府 生山

出場件数 3,733 1,738 635 524 1,254 821 790 382 356 311

搬送人員 3,428 1,645 595 495 1,199 797 738 363 343 302

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
別図Ⅱ-７ 署所別救急活動状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月 10月 11月 12月

出場件数 1,049 805 870 763 705 823 828 992 882 956 885 986

搬送人員 981 766 810 729 658 770 785 938 821 892 844 911

0

200

400

600

800

1,000

1,200
別図Ⅱ-８ 月別救急活動状況
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７　現場到着所要時間、収容所要時間
　　平均現場到着所要時間は８分５１秒で昨年より３秒減少し、平均収容所要時間は３７分
　３２秒で前年より４秒減少しました。（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照）

0～3分

119件

（1.0%）

3～5分

630件

（5.4%）

5～10分

6834件

（58.8%）

10～20分

3717件

（32.0%）

20分～

324件

（2.8%）

別図Ⅱ-９ 現場到着所要時間

0～10分

0件

（0.0%）

10～20分

303件

（2.8%）

20～30分

2908件

（26.9%）

30～60分

6883件

（63.7%）

60～120分

688件

（6.4%）

120分～

24件

（0.2%）

別図Ⅱ-１０ 収容所要時間

搬送人員
9,905人

平均所要時間
37分32秒

出動件数
10,544件

平均所要時間
8分51秒
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処置項目 食道閉鎖式 気管挿管 除細動
輸液

(CPA前輸液
含む）

薬剤 血糖測定 ブドウ糖投与

実施件数 106 20 18 178 57 314 24

８　応急手当実施状況
　　心肺停止傷病者２４６人のうち、家族等により応急手当を受けた人は９５人（３８．６％）でした。
　（別図Ⅱ―１１参照）

別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況

９　高度救命処置状況
　　心肺停止傷病者２４６人のうち、救急救命士の高度救命処置により、２２人が機能回復されまし
た。（別図Ⅱ―１２、Ⅱ－１３参照）

心肺停止傷病者数

２４６人

家族等により応急手当が
実施された傷病者数

９５人
（３８．６％）

家族等により応急手当が
実施されていない

傷病者数
１５１人

（６１．４％）

循環機能回復

１５件

（6.1%）
呼吸・循環回

復

５件（2.1%）

意識状態回復

２件（0.8%）

変化なし

２２４件

（91%）

別図Ⅱ-１３ 医師引き継ぎ時の状況
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別図Ⅱ-１２ 高度救命処置件数
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10　救急講習件数の推移
     令和２年中は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、救急講習を長期間中止したことにより、
　実施件数は例年の約半数となりました。　　　（別図Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照）

平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

普通講習件数 313 236 234 216 106

入門コース 145 211 168 183 94

その他講習件数 91 68 74 100 0

0

50

100

150

200

250

300

350

別図Ⅱ－１４ 過去５年間の救急講習件数推移

平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

普通講習人員 5,216 3,767 3,791 3,498 1,136

入門コース 2,875 4,033 3,035 3,584 1,208

その他講習人員 2,602 1,809 1,871 2,743 0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

別図Ⅱ－１５ 過去５年間の救急講習人員推移
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平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年

件 数 6,628 6,713 7,332 7,351 6,749

搬送人員 6,263 6,277 6,837 6,798 6,292

件 数 1,450 1,501 1,572 1,548 1,342

搬送人員 1,389 1,428 1,493 1,438 1,284

件 数 145 178 173 165 152

搬送人員 144 173 165 158 143

件 数 783 842 885 872 802

搬送人員 746 790 834 812 749

件 数 369 394 446 428 388

搬送人員 352 379 432 406 368

件 数 525 548 504 532 419

搬送人員 502 520 478 503 401

件 数 327 336 324 321 317

搬送人員 307 317 309 304 305

件 数 191 192 209 191 171

搬送人員 184 176 190 180 164

件 数 223 245 238 202 191

搬送人員 213 234 232 196 187

件 数 13 12 19 14 13

搬送人員 9 11 18 11 14

件 数 10,654 10,961 11,702 11,624 10,544

搬送人員 10,109 10,305 10,988 10,806 9,907
合 計

南 部 町

伯 耆 町

日 南 町

日 野 町

江 府 町

圏 域 外

日 吉 津 村

大 山 町

米 子 市

境 港 市

11　市町村別救急活動の推移です。過去5年間の救急件数の推移を見取ることができます。
　　　（別表Ⅱ―１参照）

別表Ⅱ－１　　過去5年間の市町村別救急件数
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Ⅲ 救助概況                （令和２年１月～１２月） 

１ 事故種別救助出動状況   

  救助出動件数は１５６件あり、そのうち交通事故が７４件（４７．４％）、

その他の事故が３６件 （２３．１％）、火災が２２件（１４．１％）、建物等

による事故１１件（７．１％）、水難事故が１０件（６．４％）、機械による事

故が３件（１．９％）の順となっています。        （図Ⅲ－１参照）  

 

図Ⅲ－１ 事故種別救助出動状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事故種別救助活動状況  

  救助活動件数は９５件あり、そのうち交通事故が３６件（３７．９％）、火災

が２２件 （２３．２％）、その他の事故が２４件（２５．３％）、建物等による

事故が９件（９．５％）水難事故が２件（２．１％）、機械による事故が２件（２．

１％）の順となっています。               （図Ⅲ－２参照）                                       

 

図Ⅲ－２ 事故種別救助活動状況  

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 22 10 74 0 3 11 0 0 36 156

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 22 2 36 0 2 9 0 0 24 95
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３ 事故種別救助人員状況  

  救助活動により救助された人員は７６人あり、そのうち交通事故が３９人（５

１．３％）と最も多く、次いでその他の事故が２４人（３１．６％）、建物等に

よる事故が９人（１１．８％）、機械による事故が２人（２．６％）、水難事故

が１人（１．３％）、火災が１人（１．３％）の順となっています。       

（図Ⅲ―３参照） 

図Ⅲ－３ 事故種別救助人員状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 管轄別救助活動状況 

   消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が８４件（５３．８％）と

最も多く、次いで大山消防署が２９件（１８．６％）、境港消防署が２５件（１

６．０％）、江府消防署１８件（１１．５％）の順となっています。 

                             （図Ⅲ―４参照） 

図Ⅲ－４ 管轄別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 1 1 39 0 2 9 0 0 24 76
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５ 市町村別救助活動状況 

市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人員

ともに、米子市が最も多く出動件数８５件（５４．５％）、次いで大山町が２０

件（１２．８％）、境港市が１８件（１１．５％）、日南町が９件（５．８％）等

の順となっております。            （図Ⅲ―５参照） 

 

図Ⅲ－５ 市町村別救助活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月別救助活動状況 

月別の救助出動件数を見ると、６月が１９件（１２．２％）と最も多く、次い

で３月が１７件（１０．９％）、８月が１６件（１０．３％）、４月が１５件（９．

６％）、１１月が１４件（９．０％）等の順となっています。 （図Ⅲ―６参照） 

 

図Ⅲ－６ 月別救助活動状況 
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Ⅳ １１９番着信概況           （令和２年１月～１２月）  

１ 着信件数の概況  
令和２年中の１１９番通報の着信件数の概況は、総着信件数１４,３２５件で

昨年に比べ１，２５４件（８％減）少なくなっています。１ヶ月平均にすると
約１，１９４件、１日平均では約３９件の着信となります。通報種別としては、
救急が最も多く１０，１６７件（７０．８%）でした。火災は１４２件（１．０%）、
救助９６件（０．７％）、警戒２７２件（１．９%）、病院などに関する問い合わ
せ等７４１件（５．２%）、間違い９００件（６．３%）、悪戯と思われるものが
１５１件（１．１%）、通報訓練等１,８５６件（１３．０%）でした。                       

（表Ⅳ－１参照）  
 
 
 
 
 
  

 

 
２ 月別の１１９番着信状況  

月別で着信件数の最も多かったのは３月の１，３４３件で、最も少なかったの
は５月の９５６件でした。救急通報で最も多かったのは１月の１，０２２件、最
も少なかったのは５月の６８５件で、月平均約８４７件でした。火災通報で最も
多かったのは９月の２３件、最も少なかったのは２月の１件で、月平均約１１．
８件でした。                      （表Ⅳ－２参照）  
表Ⅳ－２  月別１１９番着信状況        

  火災  救急  救助  警戒  問合せ 間違い 悪戯  訓練等  合計  

１月  17 1,022 3 15 61 61 15 138 1,332 

２月  1 773 6 17 53 38 7 107 1,002 

３月  11 829 14 21 59 76 7 326 1,343 

４月  14 728 9 15 51 54 12 127 1,010 

５月  13 685 4 19 51 84 9 91 956 

６月  17 798 13 22 60 68 13 158 1,149 

７月  4 822 7 19 48 84 4 141 1,129 

８月  14 962 13 27 84 96 19 77 1,292 

９月  23 849 7 28 72 81 37 125 1,222 

１０月  8 940 5 20 73 84 8 182 1,320 

１１月  10 829 9 27 66 77 13 209 1,240 

１２月  10 930 6 42 63 97 7 175 1,330 

合計  142 10,167 96 272 741 900 151 1,856 14,325 

月平均  11.8 847.3 8 22.7 61.8 75 12.6 154.7 1,193.9 

表Ⅳ－１  着信件数内訳            

火災 救急 救助 警戒 問合せ 間違い 悪戯 訓練等 合計 

１４２  10,１６７  ９６  ２７２  ７４１  ９００  1５１  １,８５６  1４,３２５  
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３ 電話種別による１１９番着信状況 

電話種別ごとに着信件数を見ますと、固定・ＩＰ電話は７，８８２件で１,０２３
件の減少、携帯電話は６，４４３件で２３１件の減少でした。固定・ＩＰ電話、
携帯電話からの通報は共に減少傾向にあります。 
災害別に電話種別による通報状況を見ますと、火災、救助、警戒など衆人に発

見されやすいものについては携帯電話での通報比率が約７０.０％と高く、救急な
ど屋内での発生が多いものについては固定・ＩＰ電話での通報比率が約５７．０％と高
くなっています。          （表Ⅳ－３、Ⅳ－４参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表Ⅳ－３  電話種別による１１９番着信件数の推移 

  平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 

固定・ＩＰ電話 9,069  9,047 9,329 8,905 7,882 

携帯電話 5,296  5,448 6,304 6,674 6,443 

合計 14,365  14,495  15,633  15,579  14,325  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表Ⅳ－４ 電話種別による通報状況             

  火災  救急  救助  警戒  問合せ 間違い 悪戯  訓練等  合計  

固定・ＩＰ電話 57  5,698  21  72  218  238  24  1,554  7,882  

携帯電話 85  4,469  75  200  523  662  127  302  6,443  

合計 142  10,167  96  272  741  900  151  1,856  14,325  
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４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は６，４４３件で、総着信件数の約４５．０％で
した。また、携帯電話からの問合せ、間違いなどの通報が多くみられます。 

西部消防圏域内から他の消防機関へ着信した１１９番通報を転送受信した件
数は６１件でした。逆に西部消防圏域外から着信した１１９番通報を他の消防機
関へ転送処理した件数は７６件ありました。（表Ⅳ－５、Ⅳ－６参照） 

 

表Ⅳ－５ 携帯電話からの着信状況     

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に

転送をした件数 
直接通報を受けた件数 

他の消防機関から 

転送受信した件数 
総着信件数 

6,381 61 6,443 76 

 
表Ⅳ－６ 携帯電話の消防機関別転送状況     

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

 
火災 救急 その他 合計 

 
火災 救急 その他 合計 

松 江 0 13 1 14 松 江 3 28 5 36 

安 来 0 25 5 30 安 来 0 18 0 18 

東 部 0 7 1 8 東 部 0 2 0 2 

中 部 0 3 1 4 中 部 0 7 1 8 

その他 0 5 0 5 その他 0 12 0 12 

合 計 0 53 8 61 合 計 3 67 6 76 

 

 消防機関名のその他の内訳は、転送を受信した件数５件のうち東京消防庁が２件、  

千葉市消防局が１件、浜田市消防本部が１件、相模原市消防局が１件。転送した件

数１２件のうち東京消防庁が１件、千葉市消防局が１件、大阪市消防局が２件、東

大阪市消防局が１件、京都市消防局が１件、備北地区消防組合が３件、広島市消防

局が１件、新見市消防本部が１件、出水市消防本部が１件でした。 

 

５ 時間帯別１１９番通報の着信状況  

時間帯別に１１９番通報

の着信比率を見ると、一般

的な活動時間帯(午前８時

～午後９時台)では全体の

約７９．０％で、睡眠時間

帯(午後１０時～午前７時

台)では約２１．０％でした。 
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郵便番号

683-0853

683-0055

683-0004

683-0321

689-4201

684-0041

683-0101

689-3331

689-3136

689-4411

689-5211

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

名      称   所      在      地  

　 その火事を
     防ぐ あなたに

　 　 　  金メ ダル
　2020年度全国統一防火標語

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

電  話  番  号 

消  防  局    米子市両三柳５４５２番地       ０８５９－３５－１９５１

米子消防署    米子市冨士見町一丁目１０３番地１       ０８５９－３９－０２５１

米子消防署皆生出張所    米子市上福原３１３番地１                  ０８５９－３９－０２５３

米子消防署南部出張所    西伯郡南部町清水川３番地１         ０８５９－３９－６００３

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

境港消防署    境港市中野町２１１６番地            ０８５９－４７－０１１９

境港消防署弓浜出張所    米子市大篠津町２９１３番地１      ０８５９－４８－２００５

大山消防署    西伯郡大山町末吉４０３番地２       ０８５９－３９－５００２

大山消防署中山出張所    西伯郡大山町長野８８０番地３     ０８５８－４９－３００１

江府消防署    日野郡江府町武庫１３９０番地３    ０８５９－７７－２００１

江府消防署生山出張所    日野郡日南町生山３４９番地１       ０８５９－７７－１００１

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災………………予防課予防担当　　　0859-35-1954

１１９番着信状況……指令課指令担当　0859-35-1960

救助………………警防課消防第一担当  0859-35-1959

救急………………警防課救急室　　　　0859-35-1958

令和３年２月発行

　〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

　鳥取県西部広域行政管理組合消防局

　TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）
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